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1) 抽楠，フォ ト経官の全体融， r経済論叢」諦1田巻揮2号参照2
















11 マヴウ・ 7ヴィヱュー工場段階 (1903~04年〕
フォード社の事業は，デトロイトの石炭業者の馬車製造木工職場主 3年間，
月75ドノレで賃借し， フォードの構想をもとに 3，OOO~4，OOO ドノレを費して改装を
ほど ζ したマクク・アヴイニュー工場 (MackAvenue Plant)に，以前プォード
が実験・試作をおこなっていた機械職場 (ParkPlace Shop)の機械設備・労働
者をもち込んではじめられた。 マック・アヴィエ z ー工場は， 1903年 6月ま
でに生産準備を整えて操業にはし、り， そり後 5，000Iルの追加投資によって 2
2) A Ford Motor Company Publication， The E~叩lutionof 1日出sProductωn， 1965の著者
は， フォー ドの大量生産の前提となったアメリカ工業史の歴史的遺産を， (1)ホイットニー くE
Whitney)の宜換性部品生産方式， (2)ェヴァンス (0.Evans)の自動コソベア， (3)ル ト(E
Rαのの作業の分割， (4)テ ラ CF. W. Taylor)の個々 の作業におけるムダな動作の排除の
4要素に総括している そしてフオ ドー システムをこれら 4要素D高連度生産 (high-speed
production)のもとへ綜合としてとらえている副 (pP.14-1!;) 
20 (104) 第 111巻第2号
表 l フォード祖こにおける生産体制の
生産力構造の実本的表現
年次 ブラ 〉〆 ト 雇用労働者
明~. 1段19階03年
|マック・アゲィーュ 工場 1(190拝操業) 圏内国外 人
1904 1 ・
第2段1階905 lピクツト・アヴィ ュ 工場 1(¥認算額) l 300 
1906 1ベルヴュ←・アゲィーュ 工~I 伽年操業) 1 700 
1907 1 575 
1908 T型車の販売開始 (10月1日) l 450 
第3段19階09 !ハイフ γ ド・パ ク工場 |(lgZE重量) 1 1，655 
1910 2 l 2，773 
1911 • J. R. Keim Millsの買収 3 2 3，976 
1912 コソベアーシステム最初白導入 3 2 6，8応7
1913 18 2 14，366 
1914 コソベア・システム充実・整備される 2坦 2 12，880 
1915 28 3 18，028 18，892 
1916 28 3 31，298 32，696 
1917 27 3 35，246 36，411 
1918 -農村小分工場の建設はじまる 28 3 32，531 33，699 
第4段19階19 1リバー・ル ジュ工場 |(112重量) 28 4 51，902 48，264 
1920 -鉄鉱山，炭田，森林の買収はじまる 28 4 57，410 63.568 
1921 .D. T & 1鉄道の買収 29 6 38，337 50，358 
1922 • Lincoln Motor Coの買収 29 6 64，685 81，360 
1923 • C. E. J ohanson Co の買収 6 99，080 128，188 
1924 6 102，137 140，007 
1925 36 7 107，473 155，552 
1926 36 8 98，099 141，729 
1927 T型車の生」産打切り (5月26日〕 36 9 80，246 102，029 






1，79台8 • A⑦ 850 
(ig:gi 1，695 100.000 
iFB i:邸 1，716 220，758 
67c 50 o 
700 8，828 231.807 
K⑤ 2，800 15，214 297，867 
750 
700 
850 10，524 1，038，822 
T⑤ 950 18，257 2，028，553 
T@ 780 33，333 2，101，723 
T① 690 72，567 4，408，961 
T⑥ 600 177，834 9，956，535 
T@ 550 215，186 16，867，366 
T@ 490 322，545 30，259，214 
T⑥ 440 530，329 53，875，266 
T① 360 768，691 61，135，111 
T@ 450 722，22 114，060，908 
T@ 525 572，154 133，604，907 
T@ 575~440 1，047，858 156，288，721 
T① 440，-，355 582，647 202，135.296 
T① 415~355 1，050，741 141，529，641 
T① 348~298 1，452，830 173，951，173 
T 295 2，201，188 359，962，693 
T 290 2，083，481 459，305，581 
T 
23103，，5O74E513l | 559，740，997 
T 310 1，752，0751 639，631，393 
T 555，7961 714，902，288 
備考 (3)，(6)， (7)欄については，拙稿，前掲論文
37ページ表6および23ベ ジ表z巷唱し (3)，
(.(欄は， Nevins， A.， Ford， the Times， the 
，jltfan， the C.回世田叩， 1954. Apper叶'x
VIL p. 648; Nevins， A.，創ldHill， F. E.， 
Ford， Ex，ρ'answn and Challe唱"c1915"" 
1933， 1957，-App回 dix11， p.687より作
成 (5(欄は Nevi国， A.. op. cu.. Ap:pendix 
V， p.646; Ford， H.， My L訴訟 andWork， 
1922， p.145; Chandler Jr. A. F.， G叫 nc
Ente中rise，Ford， General Motors， and 
Auu問。bilelndlωtrγ 1964， p.33より作





22 (106) 第 111巻第2号
階を加え， 1904年には完成姿態をとったり。こうして， フォード社は， 第 1年
次にA型車 (2座席ランナパウト型850ドル，後部座席付トンノウ型950ドノレ)，第2年
次に高価格車のB型 (2ρ00ドノレ〕とA型車を改良したC型車(ランナパウト型的o
fル， トンノウ型1，的0ドル)， F型車 (1，0帥ドノレ〕を製造・販販した。当時，世界














(ーステシヨン ~ A O)m:sl:IO)m:sl:1'F~JlI) 各ステーションにつき 2~3 人の組立工の組立作業班1





備考組立室面積約250x50フィ-1-0 Nevins， A.，中 C7t
pp. 244-245より作成.
3) マック・アヴイニュー 工場については， Nevins， A.， FI叫正式 theTimes， the Man， the Com-
pan少， 1954， pp. 23(ト233，236-237， 240， 244←245を番照。
自動車産業成立期とフォー ド社の生産力構造 (07) 23 
からなる組立作業班が配置されている。 この組立室は， 職長であるデグナー











組立法 (stationalyassembly) によって，合計日産 (9~lO時間〉で15台の自動車を
組立てた旬。 1台上組立ステ--:/，.'Y当り日産4台， 自動車 1台当り 2.5時間を，
わたしは当時の静止組立法による自動車の最終組立工程における生産能力の水
準をしめすものと推定する。









4) Nevins. A.， op. cit.， P.236， p.240 
5) Nevi悶， A.，~ρ cit. ， P. 240 

















1. The Dodge Brothers 自転車・蒸気艇など シャーシー
(Monroe Avenue Shop) 各種機械製作
150名雇用 トラγスミヅションアクスJレ
フレーム
2. George Holly 自動車など製作 キャプレーター
3. C. K W ilson Carrage Co 馬車業者 木製ボデー
クヴショソ
4. Hartford Rubb町 Co コム業者 タイヤ
5. Prudden Co 車輸
6. J. R. Keim Mills 自転車業者・蒸気自 プレス部品
(1911年フォード社へ吸収合併〕 動車など製作
7. Detroit Foundry 鋳物業者 まら物
備考 Nevins，A.，ゆ C1t.，pp. 231-233 p. 325より作成。ただし仇 7はピケット アヴイユュ
円努段階から部品供給者に加わった。
7)，8)，9)，10) Nevins. A. 0ρ cit.， p.245 













引ボデー (C.R. Wilson臼 rriageCo と固定契約
t~( 車輪 L セット (4 佃) (ランシングD企業と固定契約 26
霊|クヅ hγなど室内装飾(上記 C.R. Wilson Carriage Co と固定契約 16

























備考 Seltze川L.H.. F，削 ancialHJ師匠ツ ofthe American Autonwbile In品。かでY.1928， 
pp. 89-90より作成。
11) Ford， H.， 1¥.骨 Lがeand Work， 1922， p.52，フォ←ドは， 才ツグー アヴイ ュ 工場では，
彼自設計のもとに部品製作はすべて外部業者にゆだね，フォード社は組立といっても牽鞠タイヤ
草体などを取付ける最終組立をおこなコていたにすぎないと述べている。
26 (110) 第 111巻草2号
III JEμ:ニ 7474二三二玉事j 段階 (1905~08年〕
フォ -f車の好調な売行きと生産能力のギャップを克服するため， 1904年 4
月に新工場用地 (430x 308フィーりが23，500ドノレを費Lて購入され 5月からマ
ック・アヴイニュー工場の10倍規模といわれる新しいピケット・アヴイニュー
工場 (PiquettAvenue Plant)の建設に着手された。新工場のレンガ造り 3階建


















12) ピケット アゲイエムー 工場については， :Kevins， A.，οφ cit.， pp. 262-263， 26.5-?73; 
Sore羽田町C.E.， flAY Forty Yea月四ithFord， 1956 (福島正雄訳「自動車王フォー ドJ)98 
ペジ審問、〉










































28 (112) 第 111巻狩2号
ピケット・アヴイニュー工場の職場構成は，表5のとおりである。
第 1機械職場 第 1機械職場は 1陪，第2機械職場は2階にあり，それぞ























14) Nev川 s.A.， op. cit.， p 剖6
15) Nevins. A.， 0，ρcit.， p.267 
16)，17)，18)，19) Nevilユs，A.， op. at.， p. 2G6 





事務室 1階の小区画をしめ， J.;; カズンを中心に経理・販売・広告の
事務をおこなう叫。
正二りように，各職場は 3階建の工場に配置されていたが，それらを大型エレ









2 ベノレヴ z ・アヴィニ~一士場




ニット組付をお ζ なった。 1906年春， インターナシ毘ナノレ・ハーベスター社
(International Havester Co.)やグリープラ γ ドのホ yマγ社 (HoffmanHindge and 
Founury Co.)で働いた経験をもっ機械技師ウォーレリング (MaxF. Wollering) 
を工場長として招き，整備されたへノレヴューーアヴィユ晶一工場は，表5のと
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特殊プヲイス盤















含1)，22) Nevins. A.， 0ρ cit.， p.325 




















組立職場 1階にあり， 重機械職場でつくられた各種ェ γジγ部品(エン
ジン・プ P ック， クランクシァフト， ピスト γ3 ピストン・ロッド， ベアリングなど)
が特製の箱に入れて運び込まれ，一部の外注品とともにN型エンジンに組立ら
れた。組立作業は，やはり台上静止組立法でお ζなわれた。組立台上にすえら
れたクランク・ケースにニ」 γジγ ・プロックがりせられ，つぎにそれにクラ γ















以上が，ウォーレリング自身によって「素晴しし、小工場J(a nice little plant) 
とよばれた，エンジY日産75台その他機能部品をつ〈るベノレヴュー・アヴィニ
ュ 工場の姿である， 1906年当初のベノレヴ晶一・ 7ヴィニ z ー工場の労働者総




「機械加工部門職長〔ジリ γダー・プロッグ，クヲン 1 
ク・ゥース，アクスルの担当) }重機械職場








23)，24) Nevins. A.， op. cit.， p.326 
25) Nevins， A.，匂う cit.，p. 326. 
26) Nevins， A.， ot. cit.， p.281 






















とは，さきにのべたベノレヴ z ー・アヴィニ z ー工場のエンジン・ブロック機械
加工ライ Yに相当するものと考えられ，整備，充実された第1機械職場は複数
の機械加ムラインより構成されていたと推定できる。フォ-fは，かれの著作
27) Nevins， A.，ゆ cit.，p_ 364 
28) 再編・拡充されたピクット・アヅイヱュー 工場につい Cは， Nevins， A.， ot. cit.， pp. 364-
37ょに詳しい.
29) NヒViIl~， A.，心'p.Cl九 p.364
34 (118) 第 111巻第2号





















日産 (10時間)101台という記録をつくるまでになった。ある 1台などは， 実に
14分で組立→試験を完了したというお)(これは，そりまま信じられない土うな数字
であるがり。組立ステ-ÿ ョ Yの数が以前とおなじ15~16台で増大じていない
30) Ford， H.， op. ciι， p.85 
'31) Nevins， A.， op. cit.， p.364 
32) Nevins. A.，叩 C"U.，p. 368. 
33) Nevins， A.， ()ρ cit.， p.369 
34)，35) Nevins， A.， op. cit.， p.371 




















































工場の部門数は18であって，のちのハイヲンド・パ ク工場 (High1andPark 
Plant)における当初の150部門また1922年の500部門というフォードのったえる
36) Nevins， A.， op. cit.， p.364 
自動車産業成立期とフォ ド社。生産力構造 (121) 37 
数字に〈らべると，極端に少ない問。 さらに』エY ジン・ブロックの機械加工
ラインをみると，ピケット・アグィニュ 工場は5工程・工作機械 4台で構成
される単純なものであったが， ハイラ y ド・バーク工場の28工程・工作機械
116台時さらにりハー・ルージュ工場 (RiverRouge Plant)の43工程・工作機械

















37) Ford. H.， op. Clム p.85
38) Arnold， H. L.， Ford Methods and the Ford ShODS， III-How the Work in the Ford 
Fadory is achially done， in: The En.gineering Magazine， June 1914， pp. 340-348 
39) Van Deventer， J H.， Ford Principles and Practice at River Rouge， X-Machine Opera-






6つのハリエ ショ γがあった CFordTimes， Vol. 4， No. 13， Sept. 1911のフオ ド社の広
告「フA ドT型車のフル ラインJを参照)。
38 (122) 第 111巻第2号
表 7 フォ ド社，全車種の主要仕様明細表
A型 B型 C型 F型
エンジン 2気筒・水平型 4気筒・垂直型 2気筒・水平型 2気筒・水平型
動 馬力 (H.P.) 3 24 10 12 
力 エソジン冷却 ポンプ方式 ポンプ方式 ポンデ方式 ポシプ方式
装
置 点火装置 乾電池 蓄電池 乾電池 乾電池
潤滑油装置 重Jシステム 重力システム 重力シスヲム 重力、ンステム
フ〆
クラッチ コーγ方式 コー γ方式 コ ン方式 コ γ方式
ヤ
{云 トラ γスミッシ
惑星運動方式 惑星運動方式動 g ン 惑星運動方式 惑星運動方式




車輪(インチ〕 28 32 28 30 
足ま タイ ヤ
3インチ・ダプ 3Y2ダブル・チ 3インチダブル 3)1ダプノレチュ
ノレチュー フ t ーJノ -チュープ ープ
わ スフリ γグ 全楕円型 i霊jZ警鐘 全楕円型 全楕円型
置装り ホイールベース 72 92 78 84 〔インチ)
トレ yチド〉
(イン 557> 55}-f 55}f 55Ji 
車体形式 ラYナノミ型ウト型 ツアリ Yグ型




~ラトンンナノバウウ〉ト4〕z 4 ( ラyナノミウト)2トγノウ)4 2又は4
色 カーミン
ダーク・グリー ダーグ・グリー タ昌一ク・グリー
:/ ン，赤 :/ 
コ、弘 重量〔ポンド〕 1，250 1，700 1，300 1，300 
0) 
他 速度〔マイル/時) 30 40 30 30 
備考 FordTi1ηes， Vol. 4， No. 10， June 1911， pp. 262-2日より作成下
自動車産業成立期とフォード止の生産力構造 (123) 39 
(A型からT型まで〉
K型 N型 R型 B型 T型
6気筒・垂直型 4気筒・垂直型14気筒・垂直型 4気筒・垂直型 4気筒・垂直型
40 15 15 15 20 
ボ Y プ方式 ポンプ方式 ポンプ方式 ポγプ方式 熱サイプ謁ン方式
蓄電池と発電機 乾電池 乾電池 乾電池 発電機
スプラッシュ・ スプラッーンュ.スプラッシュ・ ユプラ γシュ・ 重力、/ステムとスプラ
システム システム システム クア、テム ァシー・シy、テム
マルチ・デスク マルチ・デスグ マルチ・デスP マルチ・デスク マルチ・デス夕方式方式 方式 方式 方式
惑星運艶方式 惑星運動方式 惑星運動方式 惑星運動方式 惑星運動方式
シャフト方式 シャフト方式 シャフト方式 司ンャフト方式 じJャフト方式
右前進側2ノ段、ン後ド退ノレ1段前右進側2.段ン後ド退ルl段右前側進2ハ段ン後ド退ル1段 右前、側2ハ段ン後ド退ル1段 前左進側2段ン後ド退ル 1段
(K I王R〉 34
(K R) 36 28 30 30 30 
4インチ 3イ Y チ sインチ 3インチ i前後〕 33MイインYチチ
iEZ書目量 〔〔前後〕〉半全楕楕円円型 (〔前後〕〕半全楕楕円円型 ((前後〕〉半全楕楕円円型 横半楕円型
12日 84 84 84 100 
56 56 56 56 56 








3又は5 2 2 2又は 3 2又は6
赤(グロiトスタ 〕緑とダークグリ プFリュ スタ (ロ ドスタ〉 ブrリユースター・グーリ
三円生ぐ三ツア リγ ーンと黒 -グリー γ. カ -赤イ，エグリーン 』ーンノーミンレッド - ロー
2，000 1，050 1，050 1，100 1，2C白






















ファルコナ一社 (Lel出ldand F aulconer Co.)に，変速器をダヅジ社に発注す
るなど，ほとんどの部品を外注する組立メーカーであり，生産台数は1901年-
600台， 1902年一250日台， 1903年--4ρ00台， 1904年一5，000台 19日5年一6，500
台であった叫。 したがって整備される以前1906年のピケヅト・アヴイニュー工
41) Nevins， A.，ゆ cit_.P 回4また下)1陪一 米国白頭車で業経営吏のー 断而. ，経常世学J
Vo1. 3， No. 2， 33ベジ参照し
42) Ne、rins，A.，噌 c，ι，p.加fi.
43) Rae， J.B.， The Amencan Automobile Manzもfacturers，1959， p.23. また下)1陥一.米
国白動車産業経営史序説〈上)，睦首志非本」第8巻第3号.29ベ-;)車問.




ク4J フォード社， ピュイック社 (BuickMotor Co.)， レオ社 (ReoMot町 Car
Co.). マクスウ zノレ・ 7リス :.l (Ma玄wel1-BriscuMutυr Cu.) がうかびあがって









44) Nevins. A.， op. cit.， p.35泊
